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矢島 純一
やじま・じゅんいち／ 1945 年 8 月 14 日生まれ、東京
都出身。1967 年プロ入り（1 期・ライセンス№18）。
通算41勝、ＰＢＡ1勝。公認パーフェクト28回。所属：
中野サンプラザボウル、㈱ＬＴＢ、ＡＢＳ、㈱Ｎ＆Ｋ

ルではどうにも⑩ピンが飛ばな
い。それで予選で使わなかった
ボールに替えたら、先の動きが
すごくよかった。優勝はもちろ
んうれしかったけど、いまひと
つ現実感がなかったですね。
ＪＰＢＡ誕生の前年に、日本
代表としてＢＰＡＡ（全米経営
者協会）の大会に派遣された。
その大会では準決勝までいって
賞金110ドルをもらったけど、
それよりも、なんでこの速い
レーンでこんなに曲がるんだろ
うというように、日本とは別次
元のボウリングに衝撃を受け
た。これは日本だけでやってい
たのではレベルアップできな
い、アメリカに挑戦し続けよう
と、そのときに心に決めました。

リップも、補助器具が禁止に
なったこともあって、以前は目
いっぱい広いスパンで指の爪が
見えるぐらい浅く入れていたの
を、2分の1インチぐらいは狭
くしました。

長いキャリアのなかで
築いた人脈は幅広いが、
その人脈なくしてＫＵＷ
ＡＴＡ ＣＵＰの誕生も、
またコロナウイルスの影
響で実現は先延ばしに
なっているが、住建ハウ
ジングプレゼンツ・チャン
ピオンズカップの話もな
かったはずだ。

桑田（佳祐）クンが体調を壊
したときに、健康のためにとボー
ルとシューズをプレゼントした
ら、昔熱中したボウリングへの
情熱が再燃して、所属するア
ミューズの現社長の中西正樹さ
んに本社に呼ばれて「大会をや
りたいので相談に乗ってほし
い」といわれた。いろんな世代
の人が参加できる大会にしたい
ということで、あの第1回目が
実現した。その第1回の反省も
踏まえて第2回をという直前
に、残念ながらコロナで中止に
なってしまった。
住建ハウジングの羽田晴喜会

長とも、亡くなった山中順之助
（４期）の弟ということで、昔

からよく知っていました。ワン
デートーナメントでは破格の優
勝賞金500万円に加え、男女
混合戦ということで注目を集め
ていたけど、これもコロナで中
止になった。でも「次にやると
きは、もっとスケールアップし
て…」という話もしていただい
ているので、楽しみです。

すでに永久シードの権
利を持っていて、ランキ
ングの順位を気にする必
要はないが、昨シーズン
もシード圏内の39位と、
健在ぶりを発揮している。
新型コロナウイルスで中
断している54年目のシー
ズンに向けても、準備は
怠りない。

自分のできることはすべて
しっかりやって、いつでも準備
オーケーという状態にしておき
たい。いつ壊れて投げられなく
なっても、それはそれでしょう
がないって覚悟はあるけど、ア
マチュアの方、シニアの方から
ボクのスタイルがお手本にな
るっていってもらえるのなら、
できる限り現役で投げていたい
という思いもあります。そして
コロナが収束していれば、来年
をファイナルチャレンジとして
もう一度アメリカに行きたいと
思っています。

70歳でつかんだ
ＰＢＡタイトル

1967年、ＪＰＢＡ創立
記念大会での初タイトル
から、ブームが去ってトー
ナメント数が激減するな
かでも着実にタイトルを
積み重ね、1999年の第
23回ジャパンオープンま
での通算41勝は、もちろ
ん男子では文句なしの1位
だ。一方で、50歳を過ぎ
たころから少しずつ体力
的な衰えを感じるように
なっていた。

ちょこちょことトレーニング
はやっていたけど、50代の前
半ぐらいに、これはもう1回鍛
え直さないといけないなと思う
ようになった。それで2000年
にトレーナーの先生のところに
通い始めました。「何歳からで
も筋力はつくけど、年を取れば
取るほど、いい筋肉を作るのに
は時間がかかるよ」っていわれ
た。たしかにしばらくは成果を
感じられなかったけど、60歳
に近くなって、3日間、4日間
の試合でも腰も痛くないし、疲
れ方が違うなって感じるように
なった。今もその先生のところ
に通い続けているので、もう
20年になります。

それを裏付けるように、
60代になっても楽々と
シードをキープしていた。
2011年は自己ワースト
の141位と苦しんだが、
限界説を打ち消すように
14年はランキング10位、
シーズン中に70歳を迎え
た15年は9位と健在ぶり
を示した。そのご褒美と
もいえるだろうか、翌16
年6月に米・ラスベガスで
行われたＩＴＲＣスー

パーシニアクラシックで、
初のＰＢＡタイトルを手
にした。

本当は、そのすぐあとに行わ
れるＵＳＢＣマスターズと翌週
のシニアＵＳオープンに参加す
る予定でしたが、「同じ会場で
新しく始まった大会があるから
出たらどうだ」といわれて、じゃ
あ練習がてら出てみようか、く
らいの気持ちでした。

60歳以上が出場資格の
同大会に、70歳10カ月
で参戦。予選（16Ｇ）を
3599の3位で決勝ステッ
プラダーに進むと、3位決
定戦ではＰＢＡ殿堂入り
のレジェンド、ジョニー・
ぺトラグリアを245：
239と下した。優勝決定
戦は、トップシードのロ
ン・モア―が終盤⑩ピン
タップに苦しむ間に、逆
にストライクをつなげて
突き放し、248：218で
退けた。

決勝のレーンはリメンテさ
れて、それまで使っていたボー

「60年ボウリングを続けてきてもまだ
これでいいって思えるものがないんです」

シーズン再開へ
できる準備を…

2016年、70歳で挑んだＰＢＡ50ツアーのＩＴＲＣスーパーシニアクラシッ
クで念願のＰＢＡ初タイトルを獲得。またシーズン中に74歳を迎えた昨年はポ
イントランキング39位と、年齢に抗って輝きを放ち続けるその姿は、まさに生
涯スポーツの体現者だ。
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▲70歳で念願のＰＢＡタイトル獲得。
　翌年も優勝決定戦に進んだが、同じ
　ロン・モア―にリベンジされ、連覇は
　ならず

アマチュア時代も含め
ると、キャリアは約60年
になるが、ボウリングへ
の情熱、向上心は、衰え
を知らない。はた目には
変わりなく見える投球ス
タイルも、モデルチェン
ジを繰り返してきた。

他の競技でも同じだと思うけ
ど、これでいいってものがない
んです。自分の思っているとこ
ろまでいけていない、もう
ちょっと何かあるんじゃないか
と思うんですね。近年もスライ
ドの距離を短くしたり、ドリル
のグリップを変更したり、
ちょっとローダウンの練習もし
てみたりと、いろいろやってい
ます。
スライドは長いほうがリリー
スに余裕が持てるけど、短くし
て止まってリリースをした方が
パワーが出るので、昔から比べ
たらかなり短くなりました。グ

▲㈱住建ハウジングの羽田会長との交流から誕生した“チャンピオンズカッ
　プ”。華 し々く記者発表も行われたが、コロナ禍で中止となったままだ
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